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はじめに
本研究は、金沢美術工芸大学油画専攻が行ってき
たデッサン教育の歴史についての調査、さらにデッ
サンの理論とその実践をとおしてデッサン教育のシ
ステムを構築することを目的とした基礎的研究とし
て、平成27年度から29年度にかけて行なわれた。以
下は、油画専攻が所蔵するデッサンの調査、石膏デッ
サンの実践、研究の一環として行なった佐藤一郎大
学院専任教授の作品展示などの実施に関する報告で
ある。
１．本研究の目的
西洋絵画の歴史において、対象物の構造や質感、
立体感、およびそれを取り囲む空間は、科学的な分
析に基づく陰影法や遠近法等の理論を駆使して表現
されており、その理論は現代の美術表現においても
創造の基本的な概念となっている。
一般に、呼称としてのデッサン（dessin）とはフラ
ンス語であるが、他の例として英語ではドローイン
グ（drawing）、日本語では（素描）とも称される。
美術表現において対象の形態（フォルム）や調子
（トーン）を描きおこし、視覚的に現出するための技
術として、デッサンは最も基本的なものであり、そ
れは現代においても造形表現上、最も重要な要素と
して存在している。また、デッサン（dessin）の語源
が、デザイン（design）と同じくラテン語のdesignare
（示す、計画・構想する）であることから、造形的な
範疇に留まらず、広く物事を分析・再構築する能力
とも捉えられている。
日本におけるデッサンの概念は、西洋美術の「も
のの見かた」を修練する手段として明治期以降導入
され、東京美術学校（現 東京藝術大学）をはじめと
する美術系大学や高等学校、小・中学校等の教育機
関や、美術関係者によって全国的に広められた。
ヨーロッパのアカデミーにおいては、石膏デッサ
ン、人体デッサンの理論と技術の修得は、絵画、彫
刻表現に必要な対象の構造や空間の理解を獲得する
ための伝統的な修練法であり、日本の美術教育にお
いてもその西洋画教育の萌芽の時代から必須の実習
科目として機能してきた。しかし今日、多くの美術
系大学では、現代の美術表現の多様化に伴い、デッ
サンの授業全体に占める割合は減少し、ともすれば
デッサンの修練が、美術系大学の入学試験を突破す
るための通過的な技能としての位置付けに留まり、
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形骸化しているといった側面がある。また、美術表
現に限らず、現代のテクノロジーの発達によって
日々更新される生活環境の中で、「見て、描く」とい
う行為そのものの意味が問われているとも言える。
本研究は、デッサンの重要性をその理論と実践を
とおして検証し、その成果を本学発信のデッサンの
テキストとしてまとめるための基礎的研究として行
なわれる。美に対する深い理解は、自ら美を発見し、
観察し、分析し、表現する実体験があってこそ可能
となる。その体験の入口となるデッサンの概念や理
論を知り、一定レベルの技術を習得するためには、
適切な指導と一定期間の修練が必要であり、時間を
要すためにその効果がわかりにくい側面もある。し
かしながら、修練として、デッサンについて理解を
深め、デッサン力を鍛えることは、造形の基礎的な
要素を補完する「ものの見かたの尺度を養う」こと
であり、それは絵画表現を含めた創作活動全般にお
いても基本的な要素であると言える。
２．各年度の研究
本研究は、平成27年度から29年度にかけて、前述
した研究目的に沿って段階的に以下のとおり進めら
れた。
平成27年度
・油画専攻で所蔵する過去の石膏デッサン作品の調
査
・デッサン撮影方法の検討と撮影装置、器具の試作
・油画専攻学生による石膏デッサン制作
・卒業生へのインタビュー取材
平成28年度
・油画専攻所蔵デッサンの写真撮影とその整理
・石膏デッサン制作記録その２（学生４名による）
・佐賀大学視察
・「佐藤一郎・石膏素描 1964－1966展」、ギャラリ
ートーク（佐藤一郎＋高橋治希）
平成29年度
・佐藤一郎大学院専任教授 特別講義「石膏デッサ
ンと『論畫六法』」
・油画専攻所蔵デッサンの写真撮影とその整理
・金沢美術工芸大学研究報告会「油画専攻における
デッサン教育の取り組みとその成果について」
・「佐藤一郎・油画習作1964－1969展」、シンポジウ
ム（佐藤一郎＋前田昌彦＋三浦賢治）
・作家へのインタビュー取材
以上の研究の経過とその内容について、順に記し
てゆく。
３．平成27年度
①油画専攻で所蔵する過去の石膏デッサン作品の
調査
本学油画専攻では、昭和30年代から現在に至るま
での専攻実習・演習において制作され教育資料とし
て収集された、300点以上の石膏デッサン、人体デッ
サンを保管している。その多くは優秀と評価された
大学買上げ作品であるが、ほかにも年代が不明の古
いデッサンも少なからず保管されている。それも含
めたデッサンを可能な限り全て写真撮影し、油画専
攻のデッサン教育の変遷を振り返り、これからの
デッサン教育の方向性を探っていく。また、写真撮
影にあたり、作品撮影に適した撮影環境を設置する
ための撮影装置の試作を行なう。
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古い石膏デッサンと人体デッサンの梱包
②デッサン撮影方法の検討と撮影装置、器具の試作
油画専攻に保管されているデッサンの総数は把握
できていないが、相当数あると見受けられる。また、
撮影の対象となるデッサンは紙媒体であることか
ら、四隅のピン留めやガラス入りの額などに入れな
い限り、平面性を維持したまま垂直に立てて撮影す
ることは難しい。
以上の状況を踏まえ、効率的且つ、自然に媒体を
水平に保った状態で撮影することが出来る撮影を実
現するために、卓上にデッサンを配置し、光源をそ
の上部から当て、天井に固定した棒状の器具に撮影
機材を取り付ける方法を採用することとした。ま
た、撮影機材はUSBケーブル経由でPCからのパラ
メータ制御を行いつつシャッターを切ることとし、
PC操作用のキーボードやマウス、確認用の画面を手
元に配置することとした。
機材を設置する部屋は外部からの光を遮断するこ
とが出来、一旦設定した光源の位置や角度が変更し
ない限り、同じ条件で資料を撮影し続けることが出
来るよう配慮した。 （鈴木浩之）
撮影機材：D800
使用PC：DOS/V Windows10
使用ソフトウエア：NIKON Camera Control pro 2
固定具：スチルカメラ用一脚を改造し天井に固定
③油画専攻学生による石膏デッサン制作
デッサン制作について、どのようなプロセスを経
て描き進めていくのか、またその指導方法を探るた
めに、デッサン制作の実践的研究として８名の協力
学生による石膏デッサンを行った（図１）。教員が
本研究の意図を説明し、学生はデッサンをする石膏
像を自身で選択し、それぞれに使い慣れた好みの描
画材料を用意して始められた。そして各学生にデッ
サンの進行にあわせて随時写真撮影を行い、配布し
たフォーマットデータを利用して制作記録を作成す
るように指導した。時折学生の求めに応じて助言、
指導をしたが、今年度はデッサン制作の指導法を探
る試験段階として、現在の学生のデッサンに対する
意識や技法の実態を知るために、描き方は学生の主
体性を尊重した。
④卒業生へのインタビュー取材
本学油画専攻出身の作家である藤森兼明氏（昭和
33年卒）、林 清納氏（昭和35年卒）にインタビュー
取材を行い、学生時代当時のデッサン教育について
伺った。〈…当時の油画専攻の授業（当時はカリキュ
ラムの概念が希薄だった）は、１年、２年次は教授
の指導方針に則った観察に基づくデッサン、３年次
から油彩を描き４年次で卒業制作という、シンプル
なものであった。後輩が絵の意見を伺いに先輩が描
いている教室に訪ねてくることも多かった。（藤森
氏）〉
当時のカリキュラムは、現在と比べると多様性に
乏しかったかもしれない。しかしながら、学生時代
の多くの時間をデッサンに費やすなかで培われた素
地を土台として、作家として巣立った卒業生も多
かった。絵画芸術におけるデッサンの重要性を説き
デッサン力を醸成する思想は、現代の美術表現に対
応しながら変遷してきた現在のカリキュラムにおい
ても引き継がれている。
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撮影装置、器具の試作
以上が平成27年度に行った研究の概要である。今
年度に予定していた研究項目の中で、金沢美術工芸
大学油画専攻におけるデッサン教育の歴史の調査研
究、データベース化については、油画専攻で所蔵す
る過去のデッサンの一部を開いて見るに留まり、
デッサン作品の調査、撮影方法について検討し、撮
影装置、器具の試作を行った段階で終えた。一方で
卒業生へのインタビュー取材では当時のデッサン学
修の様子が窺い知れ、有意義であった。学生による
石膏デッサン制作では８名が参加したが、それぞれ
に取り組んだ結果から、デッサンの制作プロセスを
検討するための資料を得ることか出来た。デッサン
テキスト（教科書）の編纂、出版のための基礎的研
究については、その内容、構成について検討段階に
留まった。
４．平成28年度
①油画専攻所蔵デッサンの写真撮影とその整理
油画専攻で保管する石膏デッサン、人体デッサン
について前年度に試作した撮影装置を用いて写真撮
影を行い、一覧表を作成し整理することにより、専
攻のデッサン教育の変遷を調査する。撮影は平成28
年７月１日～８月18日の間、５回にわけて行なわれ
た。撮影にあたっては撮影装置セッティングを鈴木
浩之准教授、撮影監督を岩崎純准教授、撮影助手と
して中川暁文氏（本学視覚デザイン専攻実習助手）
に協力を依頼して行なわれた。また、撮影順に作品
の作者、大きさ、素材、年代を記したファイルを作
成した。撮影した作品は石膏デッサンが191点、人体
デッサンが116点であるが、年代の古い作品の中に
は、作者や制作年の判別が困難な作品も多くあった。
デッサンの撮影について
油画専攻に保管されている参考作品としてのデッ
サンを、前年度に試作した撮影装置を用いてほぼ撮
影した。撮影したデッサンは紙媒体であり、平面性
を維持しつつ効率的、且つ、自然に媒体を水平に保っ
た状態で撮影することが出来る撮影を実現するため
に、卓上にデッサンを配置し、光源をその上部から
当て、天井に固定した棒状の器具に撮影機材を取り
付ける方法を採用した。また、撮影機材はUSBケー
ブル経由でPCからのパラメータ制御を行いつつ
シャッターを切り、PC操作用のキーボードやマウ
ス、確認用の画面を手元に配置することとした。
機材を設置する部屋は外部からの光を遮断するこ
とが出来、一旦設定した光源の位置や角度が変更し
ない限り、同じ条件で資料を撮影し続けることが出
来るよう配慮した。昨年度の試行で大凡の工程は整
理されており、映像制作室内の簡易スタジオにて、
当日の撮影監督者である岩崎純准教授と撮影助手の
中川暁文氏によって、予定されていたデッサンの全
ての撮影が行われた。 （鈴木浩之）
②石膏デッサン制作記録その２
前年度に続き、平成28年７月23日～平成28年10月
23日にかけて、学生４名による石膏デッサン制作を
行なった。前年の制作を踏まえ、制作過程の詳細が
伝わるように、写真撮影の際のタイミングや角度、
ズーム等の点に工夫を加え、制作記録のコメントに
加えるように指導した（図２）。
③佐賀大学視察 ７月27日
本研究への協力を仰ぐため、佐賀大学芸術地域デ
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林 清納氏 学生時代の石膏デッサン（昭和32年頃）。
石膏デッサンでよく使われるMBM紙（いわゆる木炭紙）で
はなく、薄手のキャンソン紙に木炭で描かれている。専攻保
管の古いデッサンの中にもキャンソン紙のものが幾つかみ
られる。
ザイン学部准教授・小木曽誠先生を訪ねた。
佐賀大学は国立の一般大学であるが、文化教育学
部の中に美術教育に特化した美術・工芸課程を有し
ていた。平成28年にはこの文化教育学部に代わって
芸術地域デザイン学部が設置され、さらに専門性の
高い美術研究に取り組んでいる。
その学部の中で油彩画の指導を担当している小木
曽誠准教授は古典的な写実絵画と伝統的な素描につ
いて高い見識を備えており、本研究に対する適切な
助言と客観的な根拠の付与が期待できる。現地を訪
れて懇談したところ、研究に対する協力については
早々に快諾をいただき、今後具体的な協力関係を築
いていくことで合意した。
その後学内を詳しく案内していただいた。広さも
設備も充分とは言えない環境の中でどの学生達も熱
心に制作に取り組んでいた。カリキュラムの関係か
ら本格的な絵画指導は２年次からになるため充分な
指導ができないと仰っていたが、学部４年や大学院
生ともなれば皆それぞれ優れた描写技術とデッサン
力を備えていた。その背景には学生の資質も然るこ
とながら、小木曽先生の確かな技術と知識に裏付け
られた指導があろう。今回の訪問では細かな指導内
容までは立ち入れなかったが、今後の協力の中で
デッサン指導の在り方について貴重な示唆が得られ
るものと期待する。
今後の具体的な連携としては、今年度から小木曽
先生を非常勤講師として招く予定である。実際の実
技指導を通して、より活発な情報交換を行いたい。
学内見学の最後に、平成25年にオープンした佐賀大
美術館を見せていただいた。ここでは学生のデッサ
ンやタブローなど普段の課題を良好な環境で鑑賞・
講評することができるため、高い教育効果を挙げて
いるとのことである。今後、金沢美大の施設計画を
練る上でも参考になった。 （大森 啓）
④「佐藤一郎・石膏素描1964－1966展」、ギャラリー
トーク（佐藤一郎＋高橋治希）
平成29年４月21日(木)～５月２日(月)、金沢美術工
芸大学大学院棟２階展示室（ギャラリートーク：４
月29日）
研究の一環として、佐藤一郎大学院専任教授によ
る「佐藤一郎・石膏素描1964－1966展」、ギャラリー
トーク（佐藤一郎＋高橋治希）を開催した。会場に
は佐藤教授の大学受験時代に描かれた石膏デッサン
60点余りが展示された。
展覧会場設営には本研究の研究者全員と協力学生
が携わり、ギャラリートークでは本学学生のほか、
教育関係者や高校生など、学内外からの来場者を前
に、石膏デッサンの意義とその歴史的背景などにつ
いて語り、質疑応答を行なった（図３）。展示された
デッサンとギャラリートークの模様は、後に佐藤教
授自身の編集により展覧会図録「佐藤一郎・石膏素
描1964－1966展」として記録された。
「佐藤一郎・石膏素描1964－1966展」について
今から50年以上前の石膏デッサン、それも当時と
しての一つの高みを示す、見応えのある作品群で
あった。佐藤教授ご本人も語っていたが、当然今日
の石膏デッサンとは一見して雰囲気を異にする。そ
の違いを言葉ではなく実態として直截的に観る者に
突きつけた、この展覧会の意義は大きい。
その違いとは何か。当時石膏デッサンは受験技術
としてだけでなく、今以上に造形的修練としての意
味を持つと考えられていた。その「造形的修練」と
は即ち、空間内に存在する三次元の実在を如何にし
てその空間内での在り様までを含めて「紙と木炭」
というこれ以上無いシンプルな素材によって等価に
再構築できるか、という挑戦であった。この挑戦こ
そが今も変わらぬ「デッサンの目的」の一つであろ
う。
限りなくシンプルな素材ゆえに、どんなに工夫し
てもそこに内包し得る情報量には限りがある。故に
その限りある器に何を優先して収めていくか、つま
り眼前の実在を成立させている諸要素の本質的順序
とでも言うべきものを如何に見抜くかが重要にな
る。この順序を少しでも見誤れば、対象を成立させ
ている本質は紙という小さな器に収まりきらず、こ
ぼれ落ちてしまう。
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佐藤教授のデッサンは個々の作品に違いはあって
も、総じて、その最も大切な「デッサンの目的」を達
成するための、まさしく修練の様を見せてくれた。
その後、美大受験とその対策がある種産業化する
中で、この「目的」が失われたとまでは言わないま
でも、表面的な細部描写を中心とした技術の高度
化・多様化が進み、デッサンの評価基準が変わって
いった。その結果、徐々に変容し矮小化した（され
た）デッサンの意義だけを捉え、その不要論が一般
化してしまったのが現在の状況であろう。そのよう
な「ポスト描写技術偏重主義」の我々や学生に、先
に述べた「違い」と本来の「デッサンの目的」をまざ
まざと見せつけてくれた、そんな展覧会であった。
（大森 啓）
「佐藤一郎・石膏素描1964－1966展」の展示、お
よびギャラリートークをとおして、私自身、金沢美
術工芸大学の油画教育における源流の一筋を、黒田
清輝の写生に対する思想の中に見出すことを改めて
感じ取る事ができた。
多くの高校生、大学生が集まったギャラリートー
クにおいて、黒田清輝の言葉を自身の作品に置き換
え、自身の高校生から大学生にかけての取り組みを
熱く語る佐藤教授の姿に、自身を高校生にも教員に
もどの年齢にも置き換えられる柔軟性と、だからこ
そ実感をもって、写生の修練が人生のように一本に
繋がっている事のように言えるのだと実感した。そ
して学生にとっても、そのまず「眼の寸法を作る」
修練が、次第に「観察していく面白さ」、「表現して
いく面白さ」に繋がって行く事を自然体で予感させ
るもののように思えた。
来場者は金沢近郊、東京、その他様々な地域から
も来られた。本展覧会および研究が、単に金沢美大
のデッサン教育の在り方のみならず、今後さらに多
様化される表現の教育において、絶対的に必要な伴
走者として重要な位置を占めることを確信した。
（高橋治希）
５．平成29年度
①佐藤一郎大学院専任教授 特別講義「石膏デッサ
ンと『論畫六法』」平成29年４月18日 油画１年教
室 9：00～12：00 学部１年次対象
本研究の一環として、佐藤一郎大学院専任教授に
よる特別講義「石膏デッサンと『論畫六法』」を、油
画専攻学部１年次生の授業として行なった。この講
義の模様は、前述の「佐藤一郎・石膏素描1964－
1966展」図録に「佐藤一郎・石膏素描講話」として収
められている。学生との応答形式で行なわれた講義
は、入学間もない学生にむけてデッサンの重要性を
説き、学生がこれから絵画について学び研究してい
く上での動機付けの機会であったとともに、本研究
の基本的な概念が凝縮された内容であると考えられ
る。その模様を、本文に一部修正を加え以下に記載
する。
進行・録画記録：岩崎 純准教授、
文字起こし：石﨑百合子（大学院修士課程絵画専攻
油画１年）
佐藤教授（以下、佐藤）：…（私が）受験のための石
膏デッサンを修練した期間は、一年半だけです。そ
の時の作品が残っていたので、「じゃあ、金沢の１年
生・２年生を対象に、あるいは金沢の美術系の高校
生にも、50年以上前の石膏デッサンの一例として見
せるのもいいかなと。石膏デッサンの日本における
歴史っていうものもあるような気がして、そういう
検証のためにもいいのではないかなと。まあ、君た
ちのデッサンまだ見てないですけど、ま、どんな感
じかな。
今日は、僕がかつて、18歳、そして19歳になりか
けの頃に石膏デッサンをやっていた時を思い出しな
がら、今、それはどういうことだったのかを、ちょっ
と考えて皆さんに喋ってみたいと思うわけです。
石膏デッサンにおいて、「何を表すのか」「何を描
くのか」という問題がありまして。それは何かとい
うことがあったわけです。その時に、どういうこと
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だったのかなあと、今にして思うと一言で言えば、
「運動」だったような気がします。その石膏デッサ
ンの対象となっているものは、ギリシア・ローマ、
あるいはルネサンスの彫刻作品が石膏像になってい
るわけで、その時代は簡単にいうと、人間の現実の
運動を表現しようとして作られた彫像だったわけで
す。ですから見えるものを通して、その彫刻作品に
感じられる運動を表現する。簡単に言えば、僕ら石
膏デッサンを描いていた当時は「ムーブメント
Movement」。日本語では「動勢」と書きますけど、
要するにムーブメントというのは「運動」なわけで
す。じゃあ、石膏像における運動とは何かという質
問がなされた場合、どう思いますか？みなさん受験
するために石膏像をある程度たくさん描いてきたと
思うのですが。Ａ（学生）くん、石膏像における運
動と言われた時に、Ａくんとしてはどうですか？
Ａ（学生）：それは何かということですか。
佐藤：はい。
Ａ：石膏像の体の動きとか流れみたいなものだと思
います。
佐藤：そういう石膏像の持っている動きとか流れっ
ていうものはどうして生じているのでしょうか。あ
まり難しく考えないほうがいいかもしれません。
Ａ：そういうものを、もとになった像を作った人が
表現したいと思ったから。
佐藤：そういった動きっていうのは、どうして動き
ができているのか？
Ａ：…。
佐藤：動きには飛んだり跳ねたり走ったり、そうい
うことも動きを作り出すわけだけども、石膏像の場
合の動きっていうのは飛んだり跳ねたりはしてない
よね。そうすると、どうして動きができているのか。
その動きが、例えば、石膏像として日本にはほとん
どないだろうと思うんだけど、エジプトの彫刻作品
を見ると、（佐藤教授、姿勢をとりながら）どっちかっ
ていうとこんな感じで、体の動きと前面の胸の動き
と顔の動きっていうのが全部一緒でこういう感じで
正面を見ている。極端にいえば動きが止まっている
という彫像作品です。だから、エジプト美術ってい
うのは「死」。要するに生きている人間っていうよ
りも、お墓の中でひたすら動かないでいる状態。そ
ういうのがほとんどだと思うのですけど、それに比
べてギリシア、ローマ、ルネッサンスの作品は、そ
の人物が生きているのですよ。生きているっていう
ことは、じゃあ、それが動きとなって、いわばあな
たのいう流れとなって現れているのではないか。そ
うすると、その生きている流れはどういう結果生じ
ているのだろうかっていう問題があると思うので
す。それについてＢ（学生）さんはどう思いますか？
流れとか動きっていうのはどうして生じているの
か。
Ｂ（学生）：物理的な流れだったらエジプトの彫刻み
たいに静止しているものは流れがないと思うのです
けれど、ギリシアとかローマって、人体だったら人
体のその魅力を最大限に引き出したいという熱意が
大きかったと思うんです。だから内面的な躍動感が
あったからそういう流れがでたのではないかなと思
います。
佐藤：じゃあ、そういう躍動感なり流れっていうも
のは、（こういう）硬直した姿勢じゃないわけでしょ。
どういう姿勢なの？
Ｂ：確かに石膏像には棒立ちの一切動きがないよう
なものがあまりないような気がするので。
佐藤：ほとんどの石膏像が流れとか動きとかがあ
るっていう風に感じるわけでしょ。「それはどうし
てそういう流れや動きが生じているの？」という質
問です。
Ｂ：作った人が内面にそういう動きなどを見出した
から。
佐藤：そういう動きっていうのはどういう動き？
Ｂ：物理的な動きとかありますし。
佐藤：物理的なってどういう動き？
Ｂ：筋肉が曲がっていたりとか。
佐藤：筋肉が曲がっている？
Ｂ：あ、腕が曲がっていたりとか。故意的なポーズ
をとっていたりとか、何か作業している時とか。
佐藤：ああ。例えばマルスとかヘルメスとか、そう
いう胸像を描いたことある？
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Ｂ：あります。
佐藤：そうするとマルスやヘルメスの全身像は見た
ことがある？写真か何かで。
Ｂ：あります。
佐藤：どんなポーズかな。
Ｂ：立っていて背骨が曲がっていて、下を向いてい
る。
佐藤：曲がって、どうして背骨が曲がっている？
Ｂ：どういう場面で書かれたのか忘れたんですけど、
曲がってる。
佐藤：もう一人くらい。聞いてみようか。
岩崎：じゃあＣ（学生）さん。
Ｃ：石膏像が、生きている流れ。
佐藤：生きている流れっていうものが直立不動で
あったり正座していたり、すべて正面を向いてると
か、顔も体も足も。そうじゃないわけでしょ、今言っ
たマルスとかヘルメスは。それはどうして生じた流
れであり、動きであり、運動であるのか。
Ｃ：えーっと。動いて…。
佐藤：やっぱり跳んだり跳ねたり歩いたりはしてな
くて、静止しているにもかかわらず動きが、あるいは
流れが感じられるっていうことはどうしてなのか。
Ｃ：動作の途中っぽく見えるから。うーん…。
佐藤：動作の途中？はあ。動作の途中をカメラでパ
チっと撮ったっていうのがそのまま彫像になってい
るっていうより、ジョルジョだってそうだけど、ちゃ
んとすーっと立っている像であって、やっぱりある
瞬間かもわからないんだけど、静止している安定し
たポーズのような気がするんですよ。
Ｃ：人間に似ているからそう見える。エジプトとか
の像よりも石膏像の方が普段見ている人に近いよう
な気がするから、だから止まっているポーズでも動
きがあると感じやすいのでは。
佐藤：はい。答えを言っちゃうと、直立不動で立っ
ているわけじゃなくて、静止したポーズなんだけれ
ども、右足と左足っていうのがあったら、その両足
が同じ姿勢じゃないんだ。ということは、例えば七
分がた右側の足に重心がかかっていると、三分くら
いしか左足には重心がかかってない。非常にリラッ
クスした姿勢を、まあ休憩みたいな姿勢だけど、で
も右足と左足に対する重心のかけ方が違うんだよ
ね。それに伴って、骨盤、背骨、それから肩甲骨と
か腕、頭の向きとかそういうものが（手振りをつけ
て）こういう風に回転しているのです。だから足に、
いってみれば休めの姿勢だけど、リラックスして
どっちかの足に重心がかかって、それによって生じ
る回転の動きっていうのができるわけです。そうす
ると、その回転の動きによって、静止した像だけれ
ども、エジプト美術とは違って、そこにムーブメン
トが生じているっていう作品がほとんどです。
だから、今週からいろいろな全身像の石膏像を描
くなら、全身像をよく観察してみて、自分もそうい
うポーズができるかなということで、自分自身も
ちょっとマルスになってポーズをとってみるのも非
常に大事なんじゃないかなと思うのですよ。それを
イタリア語では、「Contrapost コントラポスト」と
言っている。つまりどちらかの足に重心をかけこと
によって全身に生じる主たる動きとそれに従属する
動きによってできる回転する運動をよく観察するっ
ていうこと。つまり重心のかけ方によってできる人
体のフォルムの動きですよね。重心がかかる足を支
脚、重心がかかってない浮いた足の方を遊脚。支脚
と遊脚によってできる回転する動き。これを皆さん
も感じることができるわけで、やっぱりギリシア・
ローマ。それから「文芸復興」って言いますが、「ル
ネッサンス」。ギリシア・ローマに憧れて、我々も生
きた現実の肉体の美しさに準拠した作品を作ってい
こうという傾向がルネッサンスにあって。やっぱり
ギリシア・ローマがお手本になった。そのルネッサ
ンスの考え方がその後の世界を発展させて、今の現
代社会ができているとも言える。コンピュータで３
Ｄの技術が簡単に我々でもいじれるようになり、写
真なり映像なり画像なり簡単に使える、視覚が優先
する時代を、今の若い子達はみんな享受しているわ
けです。その発端にある考え方、物の見方っていう
のは、やっぱり運動、動き、流れ、人体であれば主た
るものと、それに従属するものとの２つの流れが絡
み合うことによって、一つの人体の動きの美しさが
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表現できるという考え方、あるいはそういう感じ方
が、その後の文明を形づくって現代に来ているので
す。そのことを君たちはこの金沢の地で追体験をし
ながら、自分自身の物を見る寸法を拵える。今まさ
にやらなければ、その後の人生、自分の物に対する見
方が発見できるようになれば、その端緒が掴めれば、
一生描き続ける根拠が生み出されると思うのです。
佐藤：…ちょうど僕のデッサンをやった年代にほぼ
対応していると思うのです。まあね、50年以上前だ
から君たちよりも未熟なところもあるだろうし、あ
るいはこういう風にやっていたのかということで、
少しは君たちから評価が得られるかもわかりません
けれども。まあ一つの歴史的一例として、参考にし
ていただきたいと思うわけです。
それでですね、短い時間だからあまり詳しく喋れ
ないけど運動だっていうことは一つ頭の中に入れて
おいて欲しい。自然とは何か、対象物とは何か、と
いった場合に、ギリシアの哲学者でアリストテレ
スっていう人がいるわけです。その人がなんて言っ
たかというと簡単にいうと、自然とは何か、それは
運動だと言った。
アリストテレスは一時期マケドニアの王様アレキ
サンダー（アレキサンドロス）の家庭教師だった。
アレキサンダー大王は今のパキスタン・インド近く
まで遠征して、ギリシアの文化、簡単にいうとギリ
シア彫刻をアジアに広めた。アジアに仏教があっ
た。仏教にはその当時仏像彫刻がなかった。ギリシ
ア彫刻を見て、なるほど動きがある現実を肯定した
作品だっていうことで、仏教においても仏像ってい
うものが作られ始めた。それが日本にまで伝わって
来ている。ですから白鳳、天平の仏像を見てごらん
なさい。コントラポストがあるんです。直立不動の
仏像っていうのは本当に少ない。一見そのように見
えても、重心のかけ方が違って、そこには、一見正
面を向いているような仏像なんだけど、そこにはコ
ントラポストの動きが加わっているという例が非常
に強いわけです。はるか紀元前の昔から、地球は一
つ。西洋も東洋もないのです。で、中国の画論で一
番有名な本に『歴代名畫記』という本がある。その
本の中に「論畫六法」っていう絵画の６つの原理原
則を論じるっていう小節があって、それがとっても
有名で、日本画を描く人たち、日本の江戸時代より
前の絵描きたちはみんな「論畫六法」っていうのを
大事にしたわけです。それに準じて作品を描いて自
分自身を高めていこうと頑張った。その「論畫六法」
の一番最初の言葉が「気韻生動」ということ。「気」
は気持ちの気。あるいは電気の気、あるいは換気の
気、僕は急に一週間ほど膀胱炎になっちゃって、も
う大変な思いしてきたけど、病気の気、あるいはみ
んなと僕との間に存在している気。空気の気ね。そ
ういうふうに「気」という言葉を非常に、まあ、今の
人間だっていっぱい使って大事にしているだろうと
思うけど。要するにありとあらゆるものの中に存在
するエネルギーというものが、簡単に言えば「気」
なのですよ。その「気」という言葉を「論畫六法」の
第一項目で「気韻生動」と言っている。
森羅万象、ありとあらゆるものの中に存在してい
る生きる根源となるエネルギー、あるいはその根源
となる力がある。「韻」っていうのはリズムです。
どのようなリズムで。「生」は生きること。生き生
きと。「動」っていうのは運動の動です。だから中
国の画論においても一番最初の大事なことは何かと
いうと「気韻生動」なんです。つまり石膏像の中に
感じ取ることができる生きるエネルギーっていうも
のが、どのようなリズムで生き生きと動いているの
か。そういうムーブメントを表す。表現するってい
うことが非常に大事なのではないのか。だから西洋
も東洋もないのですよね。その絵画において何を表
現するのかと言った場合、対象物に存在するエネル
ギーの動きをいかに自分が感じとってそれに近づく
ことができるのか。もう皆さん絵を描いているから
分かっているのだろうと思うけど、見えるから描け
るではないのだよね、描いて、線を引いて調子をつ
けることによって、自分自身がちゃんと物を見るこ
とができるようになるし、自分の物の見方ができる
わけですよ。だから見えるから描けるのではない。
逆なのだよ。だからそういうところで、今週頑張っ
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ていただきたいと思います。
さらに、どういう条件が、石膏デッサンの場合あ
るのかね。それは対象物があって、自分がいて、そ
の間に距離があるということです。それで、対象物
も動かない。描く君たちの位置も変わらない。つま
り一定の距離のもとにデッサンをしなければならな
い。普通だったら、「ああ、なんか見えないな」と近
づいて行って描くこともできるだろうし、後ろに
回って肩を後ろから描いたり、そういうのを自分の
頭の中に記憶としてイメージとして入れていって、
それを絵に描くという方が、どちらかというとごく
普通に描くっていうことができるわけだけど、石膏
デッサンの場合は対象物があって自分がいて、ある
一定の距離があるっていう条件。厳しい条件だ。そ
こで描かなければならない。それをしっかり守るた
めにはどうすればいいのか。それはまず簡単に言え
ば、自分の立っている位置なり、座っている位置を
毎日少しずつ動いていったりしちゃいけないわけで
す。同じ場所にいなきゃいけないっていう条件があ
る。それでなおも、姿勢を一定にしなければいけな
い。同じ場所にいても座ったり立ったりしても普通
はいいと思うけれど、石膏デッサンの場合は立った
ら立った姿勢で描く。
（ 佐藤教授、板書で図示。 ）
で、このように人がいて、ここに描かれる像があっ
て、自分の目があって、目と描かれる対象物の間に
距離があって、こういう条件があって描くわけだけ
ど、人間の視線ってどうなっているのかというと、
ここを見ているときは、要するにこういう風に見る
けど、ちょっと上の方になるとこっちを見るし、下
の方になるとこっちを見る。
視野っていうのは凹面鏡なのです。ところが初心
者っていうのはここがまっすぐになる。スクリーン
のように思っている人がいる。違うんだよね。目と
カメラのパシャっていう視野は全く違う。だからこ
の視点の位置（視距離）が対象物に近づけば近づく
ほど（視距離が短くなると）凹面の視野の形ができ
てきて、こう見たりこう見たり（上を見たり下を見
たり）眼球が動く。カメラでいえば、パチ、パチ、パ
チと撮っていって、それをコンピュータ上で繋げて
見ると自分の視野っていうのがどういう風なものか
理解できると思う。だからどうしても像が、目が動
くことによってズレてくることがある。そのズレを
うまいこと自分なりに生かして描いていくってこと
があるんだけど、往々にしてどうなんだろう。初心
者の場合自分の目は、カメラと同じように瞬間パ
チッと撮ったら、それでデッサンができるって思い
込む。あるいは水平垂直っていうことも、これは水
平だと未熟な君たちが思い込んで描くってことがあ
る。だけど現実は視野がすごく動くわけです。そう
いう中でどう描いていくのかっていう問題がある。
全身像を描く場合特にそうだと。だからすごく離れ
れば離れるほど、視野の球面が平面に近くなるから
描きやすいってことはあるのかもわからない。しか
し、そうするとディテールがよく見えなくなるとい
うこともある。どの位置にどの距離に座り、立った
らいいのかが、一番最初の自分の物の見方を決める
大事な要素になるのではないか。だからこの位置
を、とにかくよく吟味して位置（立脚点と視高）決
めをしてほしい。そのために僕らはどうやっていた
かというと、小さいスケッチブックに、木炭紙の縦
横の比を葉書大の四角枠を作って、鉛筆で、この位
置に座るとどのように石膏が見えるのか、その石膏
をどのような大きさに入れたらいいのか吟味をする
わけです。それで自分の位置決めをしてデッサンを
描き始めると。
「気韻生動」の次に、２番目に「骨法用筆」。骨に
法（のっと）って筆を用いて描く。骨に法るという
ことは何か。表層の目とか鼻、アクセサリーあるい
は襞とか、そういうものが表面を覆っているわけだ
けど、それを最初から一生懸命描こうとせざるを得
ないのかもしれないけれど、でも大事なのは骨だ、
スケルトンだと。その石膏像が持っているコントラ
ポストの動きが何によって形成されているのか。そ
れは人物であれば人物の頭蓋骨と背骨の組み立ち、
その骨格によってその動きが形成される。表面の表
層をただひたすら描くのではなくて、その表層を通
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しての骨格そのものの構造、骨組、それを描くこと
が大事だよと。それを「骨法用筆」という。
それで、３番目が「応物象形」。物に応じて形をつ
かさどる。当たり前ですよ。物に応じて形をつかさ
どるってことは、普通君たちはどういう言葉を使っ
ているんでしょうかね？
つまり、形を描くっていうことは、君たちはどうい
う言葉を使っている？
学生：デッサン。
佐藤：フランス語で「デッサンDessin」、英語で「ド
ローイング Drawing」。それを、かの森鴎外先生は
「素描」という言葉を明治時代に新しく作って、「素
描」ということの重要性を喚起した。絵を描く上で
物に応じて形を描いていくということが大事です
と。それに対して「隨類賦彩」。類に隨(したがい)て
彩りを賦(ほどこ)す。絵画をやっていく上で、ドロー
イングに加えて、色を塗っていくという「ペインティ
ング Painting」が大事ですよといっている。それで
は、石膏デッサンの場合、色があるのかと。ある。
白い色をしています。その白い色をどういう風に表
現していくのかという問題もある。石膏像は質感が
表面は白い色であって、しかも近づいて見ると、ナ
ノメートル級でいうとすごく凸凹している。だから
光が当たると拡散反射、乱反射するようになってい
る。入ってきた光がすべて拡散反射する。それで白
く見えるわけです。普通に絵を描く場合に乱反射で
見える場合とそうじゃない場合は何なのか。それは
光沢なんです。あるいは鏡のような効果なのです。
例えばこういう金属なら、今、蛍光灯が鏡のように
写っているわけです。で、この表面の光沢が、ある
「程度差」によって、この蛍光灯がよりはっきり見え
たりぼけて見えたりする。だから、こういう金属で
あっても蛍光灯の光がこっちからもあって、やや光
沢が弱いけれどもあるわけです。そうするとデッサ
ンによって大事なことは拡散反射と鏡面反射がどう
いう具合で、この彫像を形作っているのか。石膏像
の場合は原則的にできる限り、鏡面反射ができない
ような作りになっている。だけど埃が降りかかって
いたりいろんな事情で磨くわけ。磨くと石膏であっ
てもこういうスチールみたいなつるつるにはならな
いけれども、いくらか鏡面反射が起きる場合もある。
そういうところまで観察を君たちができるかやって
ほしい。
それから初心者が一番間違いやすい、よく観察し
てないことがある。「じゃあ、石膏像を見て一番光
が当たって明るく見えるところはどこですか」と質
問する。そうすると大抵の人はどういうかっていう
と、例えばこういう腕があったとしたら、ここの凸
面の部分が一番明るく見えますと言う。本当かなと
思う、僕は。一番明るく見えると思い込んでいる人
はそのように解釈をして、そういうデッサン描い
ちゃう。だけど本当に明るいっていうのは凸面より
も凹んでいる面が一番明るかったりする。
いろんな光の条件でいろんなふうに見えることは
ありますよね。だけど、自分が席に座って観察した
時に、一番明るいところはどこか、一番暗く見える
のはどこなのか、そんなことは分かってるわいと思
うでしょうが、そうするとね、意外と一番明るいと
ころと一番暗いところっていうのが離れていると理
解している人もいるわけです。ところが現実はどう
かと言うと一番明るいところと一番暗いところが意
外と近接している。それは光の条件によって色々と
異なるかと思うのですけれど、いかに人間というの
が今まで自分が経験してきて理解している、その経
験の積み重ねの結果で、単純に物を見てしまう。
ところがそういう自意識っていうのは捨てたほう
がいいかもしれない。それは単なる自惚れ、独りよ
がりかも。ですから極端に言えば、鈴木大拙じゃな
いけれど「無」になる必要があるのかもわからない。
自分自身の自意識をできるだけ取り去ることによっ
て、つまり、いかに自分自身が対象そのものに近づ
くことができるか。それを徹底してやることによっ
て、逆説的ですが、自分自身のものを見る目をしっ
かりと作ることができるのではないのか。それは、
二十歳を過ぎると、なかなかね、もうバカバカしく
てやってられないって現実があるみたい。今までの
僕40年近くまで教師稼業をやっていますが。やっぱ
り10代後半、20代前半の頃に自分の物の見方を育む
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ことができると、その後の自分自身の生き方ってい
うものに自信を持ち、着実に歩むことができるので
はないかというふうに思うわけです。
５番目に「経営位置」という言葉がある。今、金
沢美大でも自分自身の位置がどこにあるのか。自分
自身を経営していく。自分自身をどのように世の中
に向かって発表していくのか。つまりプレゼンテー
ションしていくのか。自分自身をどのようにマネー
ジメントしていくのか、そういう能力を、これから
つけて頑張っていってほしいというのが金沢の先生
たちの願いでもあるような気がするのです。で、そ
の昔から、自分自身のプレゼンテーションとかマ
ネージメントということが大事ですよっていう意味
でこの５番目があるわけではない。この「経営位置」
は、今の言葉でいうと日本語でいうと「構図」、英語
でいえば「コンポジションComposition」。どのよう
なプロポーションで石膏像ができているのか。その
「プロポーション Proportion」の比例っていうもの
をしっかり見つめていきつつ、それを木炭紙にどの
ような大きさで、どの位置に入れ込んで構図を決め
ていくのかと。絵を描く上で構図っていうのが大事
ですよという意味で、この経営位置というのがある。
石膏デッサンにおいても、できるだけ大きく入れれ
ばいいのだとのことで、僕らが浪人の時は、例えば
こういう腕があったら２割から３割くらい画面から
はみ出てもこの腕の動きは描けるから、それくらい
大きく入れてもいいのではないかとか、そういう公
式みたいものがありました。まあ全身像を描く上で
はどうでしょうね。そういう常識が通用するのかど
うかというのも含めて、構図っていうこともよく考
えて描いていったらいいのではないかと。
それから６番目に「伝模移写」というのがある。
要するに僕がどのように考えるかというと、目で物
を見て、脳味噌を経て、手で描いていく、そういう
ことをどのように紙の上に移して写していくのか
と。見えて伝わってきたものをどのように模して、
それを紙の上に移動して写していくのか。それが大
事ですよといっている。目で見える世界は三次元、
あるいは時間が加わることによって四次元です。四
次元の現実を二次元の紙の上に移さなきゃいけな
い。それもなかなか大変なことなのです。
（学生を指名し）ここへ立ってみて。どうですか
ね？みなさんを見て、一番明るいところどこ？Ｄ（学
生）さんのこの全身像を鉛筆で描こうとした場合、
一番明るいところはどこ？
Ｄ：手元です…上を向いている、ここが。
佐藤：ここが明るいでしょ。もっと明るいところあ
るかな。ハイライトだよ、最も明るいところはどこ
だ？
Ｄ：パーカーの紐についている金具の光が当たって
いるところが明るいです。
佐藤：あー、この金属のところが鏡面反射している
ところが白より明るいでしょ。目で見える明暗の世
界っていうのは、目は白い色よりも明るい明度の部
分を見ることができる。つまり鏡面反射していると
ころを見ることができる。ところが紙の上に木炭な
り鉛筆で描く場合に、そこへ豆電球を置くわけにい
かない。白い紙の白さを残すことでしか一番明るい
明度を作れない。だけどEさんをFさんが描くとキ
ラッとした金属質のものをも表現できる。そこには
見える通りのものをそのまま画面に表せるかってい
うと、そうではない。だから白く見えるものだって、
紙の上では少しグレードを落とさない限り、金属の
持っている鏡面反射の現象を表現できない。そうい
う意味で見える世界と描ける世界はすごく物差しの
長さが違うわけ。見える世界は意外といろんなとこ
ろまでいろんなふうに見える。でも描ける世界って
いうのは物差しがすごく短い。短いところにどのよ
うなシステムで絵を作っていくのか、デッサンして
いくのかっていう問題がある。それが「伝模移写」っ
ていうことで、英語で言えば「イリュージョン
Illusion」。絵画におけるイリュージョンが大事なの
ではないか。
ということで、１から６までの「論畫六法」の原
理原則を僕はどういうように解釈しているかを、お
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話を君たちにしたのです。では、何か質問があった
ら。なんでもいいよ。
学生：石膏描く時に面をパキパキと線で引いて分け
ていく人がいて、自分はそれをしないんですが、そ
れは必要な行程なので。
佐藤：僕らの時は面取りの石膏っていうのがあって、
物の形態が光の方向に対してどのように向いている
のか、個々の面の明度が変わるわけです。明度が変
わることによって、物体のフォルム、形態を把握し
ていくっていうのが基本になってくるわけです。
でも人間には目鼻立ちがあり、いろいろ細かくあ
るけれども、「骨法用筆」じゃないけれど、どのよう
に重心をかけてやるとどういう構造になるのかって
いうような、大きな流れっていうものを表現する場
合に、調子をつける第一段階として光の当たってい
る部分、次の部分、次の部分っていうのを、自分な
りに観察して、それを面として把握して形作ること
によって、次に進むことが比較的楽に細部を描いて
いくのに入りやすいですよってことがあるのではな
いか。でも極端な言い方すれば、普通はそういうこ
とをやって練習していくわけだけど、どうも僕はそ
ういうことはできないという人は、別に面取りしな
くてもいいのではないのかな。でも面取りに変わる
べき自分なりのやり方を見出していけばいいのでは
ないかな。（石膏素描展の冊子を手にとって）僕な
んかも、こうやって拡大してみると、結構面取り的
なタッチとかそういうものが入っていて、やってい
るつもりなかったけど、結果としてやっていたのだ
な、ということはあります。
岩崎：他に質問はないですか。
学生：さっき自分自身の物を見る寸法を拵えるとい
う話があったのですが、佐藤先生が自分の見る寸法
を見つけた時というか、きっかけはあったりしたん
ですか。
佐藤：物の見る寸法を拵えるっていうのは、黒田清
輝は東京美術学校（東京藝術大学美術学部の前身）
のプロフェッサーですが、どんなふうな素描教育、
彼がどんなことを言っていたのかということを調べ
たら、「石膏だの裸体に依って描かせるものだから、
１年や２年描いたって出来たもので一面の画の形を
成したものは、ちょっと少ない」とある。昔の教育っ
ていうのは、これ以前ね、模写させていた。上手い
人の石膏デッサンがあるとすれば、これを横に置い
て、これとそっくりなのを書かせるっていう授業を
していた。だけど黒田清輝は、そんなことやって模
写してやると一見上手く描けたように見えるかもわ
からないけれど、そんなことやったってしょうがな
いよと。だから１年２年描いたってすぐ、いい絵だ
な、いいデッサンだなって言えるようなものは、
ちょっと少ないのだと。でも「その形を成したもの
が出来ないという」ところが、すぐ上手にならないっ
ていうところが「新派」、新派っていうのは黒田清輝
の紫派っていうやつね。白馬会の人たちのこと。
「…の得意な処で、始めっから画を拵えること」は無
意味だと。じゃあ何が大事かというと、「只物を見
る目の寸法を拵える、其内に手は独りで慣れて来
る」。
手が慣れてくると、物を見る寸法がちゃんとでき
てくる。それでまず目の寸法という側をしっかり固
めておいて、それから本格的に油絵をやったらどう
なのかと。そうこうしているうちに、人の形はすっ
かり描けるということになりますと。ね、自然に立
ちポーズしているモデルさんを見ながら、自然と首
引きで、それだから模写するのと違って、初めは大
変入りにくい。けれども、研究する側からいうと、
大変面白い。何も規則がないのだから面白い。手に
も目にも癖がつかない。自由に発達することができ
る。つまり、ダビンチを模写するとか、フェルメー
ルを模写するとか、そういうことをやって悪いとは
まったく思わないけど、でも基本を組み立てていけ
るようになるには現実のモデルさんを目の前にし
て、現実の石膏を目の前にして、悪戦苦闘して頑張っ
ていく、そうこうしているうちに、目の寸法が確立
していくのではないのかなと思う。で、僕自身はど
うだったのかというと、なかなか。自分で自分の物
の見方が。まあ一応石膏デッサンをして修練をして
できたようには感じますけど。じゃ、確立されたか
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というと決してそうではない。今、本当にどうなの
だと言われても、完璧に自分の物の見方ができてい
ると、自分自身でなかなか思えなくて。
去年、大森さんなんかと一緒に能登に写生旅行に
行って、スケッチしましたが、そうすると大森（教
授）さんに「やっぱり風景デッサンでも佐藤先生そ
のものですよね」と言われて、あ、そういうものか
なと。だから他人がちゃんと判定してくれるという
こともあるのかもしれません。
（中略）
岩崎：次、質問ありますか？
学生：さっき石膏像の像との距離を変えないように
と言われていた時に、疑問に思ったんですけど、例
えば、像の動きがそこから見て正しく理解できな
かった時に、回り込んで後ろとか横から見てそれで
理解をした上で、画面に向かって描く時には元いた
席に座ってやるのがいいのかなと思って。
佐藤：当然、当然。実際手を動かす時はそうなのだ
けれども、ちゃんと把握するためには、奥行きはど
うなっているのかとか、後ろ側の形態はどうなって
いるのとか、そういうのを見たり、綺麗な手で触っ
てみたり、形態がどうなっているのかを、肌で感じ
なければいけない。人間の感覚って、視覚、触覚、
聴覚、味覚、嗅覚、ね、そういうすべての感覚を動員
して、今まで大人になるまでさまざまな体験してい
る。そういう体験が積み重なったうえで、視覚であ
る目で見ることができる。そういう意味でいうと、
視覚だけじゃなくて、聞く、嗅ぐ、触れる、味わう、
すべてを動員して石膏デッサンするっていうのが理
想的だと思う。
学生：席から動かないようにとおっしゃっていたの
は、その画面を作るためにという意味ですか。
佐藤：そうそう、画面を作って描くうえでは、でき
る限り描く時には姿勢を正して動かないように。
岩崎：測り棒は使っていますか？みなさん。
学生：使わないです。
佐藤：使わないの？初めて全身像を描く時は測った
方がいいね。自分が感じている既成概念と矛盾する
ことがある。それがどういうことなのかって考える
きっかけにもなる。測り棒を一定にするってこと
は、僕なんかは肩を固定して、肘を固定して、手首
を固定して、こういう姿勢で測り方を決めている。
腕を曲げたり伸ばしたりして測ったら、意味ない。
岩崎：そうですね。固定して石膏像との距離は絶対
に保つと。はい、その他、質問ありますか。昨日今
日と結構いろいろ質問があったのです。実は。例え
ば、鉛筆で描くこと、結構木炭を使って今まで描い
ていて、今鉛筆で描いているのですけど、鉛筆との
違いとか、線と面との違いとか、その辺の話をもし
お願いできれば。
佐藤：木炭は面を塗ることもできるし、鋭く削って
おけば、線を引くこともできる。直接油絵で描く時
も、木炭デッサンで培った方法論が活かせる。ただ
現代では鉛筆で描くデッサンの勉強が増えてきまし
た。実を言うと、東京芸大が最初にやったんです。
鉛筆で、です。それはなぜかというと受験者が3000
人を超え、学内で受験する場所がなくなった。それ
で相撲の国技館を使わしてくれって頼んで国技館で
入試をやる。ところが木炭だと床がすごく汚れる。
そういうことで、しょうがない鉛筆でやろうとなっ
て、それから20年以上経過している。そうしたらど
ういうわけか、鉛筆デッサンの石膏デッサンってい
うのが逆に流行りだした。このような要因も一つ
あった。鉛筆でやる場合には、鉛筆の硬度っていう
のがある。硬い、柔らかい。いろんな硬度の鉛筆を
揃えることによって、明暗の調子を一本の鉛筆で描
くよりもはるかに、そのグラデーションを作り出す
ことが可能になる。だからその鉛筆の種類を揃え
るっていうことで、木炭ではできないくらい精緻な
描写ができるようになった。ということはある。そ
ういう描写的な、線描的なやり方っていうのが逆に
Tempera Painting、テンペラ画の方法論とも結構リ
ンクする。そういう結果、鉛筆デッサンの手法とい
うものが、テンペラで描いていく手法とも繋がるし。
…あの、なんか、どういう質問だった？
岩崎：今回始めて鉛筆でやる人もいるんですけど、
諸注意というかどういうことを注意するかと。
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佐藤：ああ、HB一本でやるって言えばやれるけど、
だから３、４本濃さの違う鉛筆を用意するってこと
と、紙って何を使っているの？
岩崎：ケント紙です。
佐藤：じゃあケント紙と鉛筆の親和感というのか、
自分にとって、どの程度の圧力をかければ描きやす
いのか、そういうことを実験しながら描いていけば
いいのではないですか。
横山大観っていう日本画家がいますが、彼は、最
初木炭デッサンで自分の小下図っていうか、絵の構
造、構図をやっておいて、場合によっては、鉛筆で、
木炭っていうのはこう、消せば簡単に取れるから、
でもそのやんわり残っている線を残しつつ鉛筆で
やっていく。そこで固まったものを、大下図という
原寸大の下絵を描く。それを本画で転写して、絵を
描くという。横山大観は純日本人だと思っているけ
れど、彼は英語がすごくできる。英語で身を立てよ
うと思っていたけど、東京美術学校ができたので
入ったっていう。だから日本画をやるっていって
も、西洋の方法論を結構大胆に利用している。君た
ちも、油画専攻だからということで油画にだけに拘
るのではなく、日本画のやり方っていうものを取り
入れたいと、もし思うなら、勉強してもいいと思う
のです。もう境界がない21世紀なのです。ある意
味。だけれども、絵画は絵画としてずーっと続く。
しかし今いろんなメディアがいっぱい出てきてい
る。僕は絵画にこそ未来があると考えている男です
から。やってほしいよね。少なくとも、この基礎過
程で自分の見る目の寸法を拵えるということで、一
所懸命頑張ってくれれば、潰しがいくらでもある。
こんなこと言うと怒られるかもしれないが。漫画と
かアニメーションであったり、メディアアート、イ
ンスタレーションをやったりいろんな表現方法があ
るし、それをやっていく道筋っていうのがあるかと
思うけど。その、出発点にあるここ１年、２年って
いうものを、どれだけ自分の目の寸法を拵えられる
かということによって、決定されるような気がする。
退室する時間ですね(笑）。じゃ。
②油画専攻所蔵デッサンの写真撮影とその整理
平成29年８月11日
前年度に引き続き、油画映像準備・制作室にて未
撮影のデッサン習作買上げ作品の撮影を行なった。
石膏デッサン4点、人体デッサン36点の撮影を行い、
昨年度撮影分と合わせて石膏デッサン195点、人体
デッサン152点となった。今回の撮影で、専攻が保
管するデッサンの全ての撮影を終えた。（岩崎 純）
③金沢美術工芸大学研究報告会
過去２年間の本研究の成果発表の場として、美術
を学ぶ高校生を対象とした研究発表会を行い、アン
ケート調査を行なった。以下、報告。
金沢美術工芸大学研究報告会「油画専攻における
デッサン教育の取り組みとその成果について」
日 時：平成29年10月25日(水）15：30～16：20
場 所：京都市立銅駝美術工芸高等学校
参加者：１年生15人・２年生24人（洋画選択者中心、
デザイン等他専攻数名含む）
平成29年度特別研究「美術系大学におけるデッサ
ン教育、その理論と実践～研究成果の社会への発信」
（代表研究者：三浦賢治教授）の一環として、銅駝美
術工芸高校にて研究成果発表会およびアンケート調
査を行った。
美術系大学でのデッサン教育、またそれに先立つ
入試課題としてのデッサンを考えるとき、美大を目
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指す高校生とその指導者の意識や取り組みの現況を
把握することが不可欠である。また、デッサンに始
まる基礎から幅広い表現活動へと有機的に連接する
本学油画専攻のカリキュラムを紹介することで、
デッサンの重要性に対する更なる理解と学習意欲の
向上を促す。
報告会実施にあたり、京都市立銅駝美術工芸高校
の洋画専攻２・３年生22名に「事前アンケート」を
実施した。質問項目は以下の２点である。①デッサ
ン、石膏デッサンそれぞれの制作作枚数 ②デッサ
ン、石膏デッサンそれぞれの重要性とその理由につ
いて
質問②について。デッサンの重要性に関しては全
員が認識していたが、石膏デッサンに関しては数人
が「なんとなく」や「よく分からない」と」回答して
いた。この結果からも本報告会には一定の意義があ
ることが予測できた。報告会では①本研究の目的、
②デッサン、石膏デッサンの意義について（アンケー
トの結果を踏まえて）、③油画専攻学生による石膏
デッサンのデモンストレーションと解説、④入試参
考作品（本学ＨＰ掲載分）紹介、⑤本学油画専攻の
カリキュラム紹介（デッサン・基礎課題・応用課題・
自主制作の連続性について）、⑥途中経過としての
まとめ・今後の計画、以上を報告した。最後に事後
アンケートとして、内容についての感想や理解度、
また発表に対する要望を尋ねた。
後日回収したアンケートを見ると、「石膏デッサ
ンに取り組む意味や制作上意識するべきところがよ
く分かった。」「デッサン全体に対する理解が深まっ
た。」「金沢美大油画専攻のカリキュラムが入試の
デッサンから基礎～発展へと繋がっていることが理
解できた。」といった感想が多く見られた。この結
果から、今回の研究報告会という形式が、デッサン
の重要性や取り組み方の啓蒙、また金沢美大油画専
攻のカリキュラムの正確な周知のために有効であっ
たことが窺える。
今後は研究内容を逐次更新しながら、同様の報告
会を他の美術系高校でも実施していくことを検討し
ている。 （大森 啓）
④佐藤一郎・油画習作1964－1969展」、シンポジウ
ム（佐藤一郎＋前田昌彦＋三浦賢治）開催
平成29年11月19日(日)～11月26日(日）、金沢美術
工芸大学大学院棟２階展示室（シンポジウム：11月
29日）
デッサンから油彩画に連動する問題について考え
る目的から、前年度開催した「佐藤一郎・石膏素描
1964－1966展」に引き続き、佐藤教授の大学受験時
代から学部３年生までの37点の油彩習作と参考パネ
ル１点を展示した。展示作品とシンポジウムの模様
は、後に佐藤教授自身の編集により展覧会図録とし
て記録された。
⑤柏 健 氏へのインタビュー取材
平成30年３月31日 柏 健氏宅
柏 健 氏（金沢美術工芸大学名誉客員教授）は、
本学油画専攻において40年間にわたり非常勤講師、
大学院専任教授、客員教授を歴任される中で、本学
油画専攻が開学以来培ってきた教育の土台に加え、
西洋画の論理に基づく絵画表現の多様性を説き、指
導してこられた。長年に渉り金沢美大油画専攻の絵
画教育を見つめてこられた氏の視点から、本学にお
けるデッサン教育をテーマにインタビュー取材を行
なった。
およそ２時間半にわたるインタビューの中で、石
膏デッサンを行なうことの意味について、硲伊之助
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柏 健 氏
自宅アトリエにて
（洋画家、陶芸家1895-1977）が説いた、ヴァルール
の理解に際しての石膏デッサンの有効性や、フラン
スの哲学者M.メルロ・ポンティ（1908-1961）の理論
などを例に出して語っていただいた。そのほか、東
京藝術大学油画専攻のデッサン教育の推移から自身
の制作におけるデッサンの問題、そして金沢美術工
芸大学油画専攻におけるデッサン教育の位置付けに
ついて、時代背景を踏まえた貴重な話しを聞く事が
できた。 （三浦賢治 大森 啓）
平成29年度は、本研究３年計画の最終年として、
研究のまとめに向けた内容となった。年度が始まっ
てから、改めて本研究３年目の区切りとして研究内
容を検討した結果、当初予定していた研究内容とは
若干変更したかたちとなった。
おわりに
本研究を進めていく中で、デッサンの問題はあま
りにも広範囲で奥深く、限られた期間でデッサン教
育の概念を体系的に構築し、その具現化を図る作業は
極めて困難である事を改めて痛感する機会となった。
研究の実際については、本研究に関わった教員が
作業を分担し、作品資料の整理やインタビューによ
る調査、石膏デッサンの試作と論考を行なう中で、
人体デッサンについてはほとんど触れるに及ばな
かった。しかしながら、この３年間の研究で得た資
料や証言は貴重である。これまでほぼ手つかずで
あった本学油画専攻のデッサン教育の歴史を整理し
その意義を確認する機会となったのは確かであり、
人体デッサンも含めた今後の研究へと繋ぐための基
礎的研究としての成果を得た事には違いない。
美術系大学におけるデッサン教育の意義は、本学
油画専攻に限って語られるものではなく、美術表現
全般の領域に関わっている。デッサンの本質は、以
前の本専攻シラバスにおいて長年にわたり謳われて
いた次の一文によって簡潔に述べられている。〈画
の骨格と画面の隅々にいたるまでの感覚を統御する
力をデッサン力という。その力を身につけることは
画学生の最も大切な課題であるということはいうま
でもない。これは単に理論や知識のみで備わるもの
ではなく、不断の習作と努力によってしか得られな
いものである。〉…人間の創造活動におけるデッサ
ンの重要性を語るに、これ以上に創作の初心に立ち
返らせる力を放つ言葉は少ない。
デッサンテキストの編纂を最終的な目標とするた
めの前段階としての絵画表現の文化的背景、歴史、
技法についての調査をさらに進め、「不断の習作と
努力」のための適切な指導方法を探り、本学発信の
デッサン教育についての理論・技法の構築に向けた
作業について綿密な計画性をもって臨む必要性を感
じている。それは今後も油画専攻の教育方針におい
てデッサンの重要性を反映させている限り可能であ
り、今後の本学のデッサン教育のレベルを保障し、
これからの美術表現に反映させていく術を探る上で
も必要なことである。 （三浦賢治）
附記
本論文は、金沢美術工芸大学教員特別研究「美術
系大学におけるデッサン教育、その理論と実践－研
究成果の社会への発信(その１～３)－」（平成27年
度～29年度）の成果報告である。
（みうら・けんじ 油画専攻／油画）
（さとう・いちろう 大学院／油画実技・絵画
材料学・絵画技術学）
（まなべ・じゅんろう 油画専攻／油画・アクリ
ル画・現代美術）
（おおもり・あきら 油画専攻／油画・アクリ
ル画）
（すずき・ひろし 油画専攻／映像・絵画）
（たかはし・はるき 油画専攻／インスタレー
ション・絵画）
（いわさき・じゅん 油画専攻／油画、アクリ
ル画）
（2018年11月７日 受理）
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図１
平成27年度 学生による石膏デッサン制作（制作過程 ①～⑩）
作例１ ヘルメス胸像
① ② ③ ④
⑥ ⑦ ⑧ ⑨
⑤
作例２ ガッタメラータ胸像
① ② ③ ④
⑥ ⑦ ⑧ ⑨
⑤
⑩
⑩
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図２
平成28年度 学生による石膏デッサン制作（制作記録の一部）
例１
例２
図３
「佐藤一郎・石膏素描1964－1966展」、ギャラリートーク（佐藤一郎＋高橋治希）
